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〔
経 

過
〕
本
市
は
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
従
来
か
ら
、
バ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
生
活
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
生
活
交

通
検
討
協
議
会
」
で
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
２
月
、

県
か
ら
広
域
バ
ス
路
線
に
係
る
補

助
金
の
大
幅
な
削
減
案
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
市
の
よ

う
に
広
域
合
併
を
行
っ
た
市
町
村

に
と
っ
て
は
大
幅
な
削
減
と
な
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
本
市
は
、
県
に
対

　

本
市
は
、
全
国
に
先
駆
け
平
成

13
年
か
ら
導
入
し
て
い
る
オ
ン
デ

マ
ン
ド
型
バ
ス
（
事
前
予
約
に
よ

る
運
行
方
法
）
や
バ
ス
代
替
タ
ク

シ
ー
を
含
め
、
今
後
も
、
乗
継
ぎ

拠
点
の
新
設
、
利
用
目
的
に
あ
っ

た
経
路
、
ま
た
、
地
域
の
み
な
さ

ん
な
ど
に
よ
る
N
P
O
法
人
へ

の
運
行
支
援
な
ど
効
果
的
で
効
率

的
な
運
行
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
実
情
を
考
慮

し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
再
編
に
と
も
な
う
代
替
路
線
と

し
て
２
路
線
を
新
設
す
る
い
う
も

の
で
す
（
表
１
参
照
）。

　

こ
の
バ
ス
路
線
の
再
編
は
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
も
と
に

バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
乗
り
継
ぎ
に

よ
る
区
間
短
縮
や
新
規
路
線
の
新

設
、
時
間
帯
に
よ
る
乗
車
傾
向
な

ど
を
勘
案
し
た
便
の
統
廃
合
や
ダ

イ
ヤ
変
更
な
ど
、
効
率
的
で
利
便

性
を
考
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、10
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

し
て
実
態
を
踏
ま
え
、
現
行
制
度

を
維
持
す
る
よ
う
要
請
を
行
い
、

従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
実
態
調
査

や
県
を
交
え
た
住
民
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
県
は
経
過
措
置
と

し
て
２
年
間
継
続
し
て
補
助
を
行

う
予
定
と
な
る
と
と
も
に
、
本
市

の
広
域
バ
ス
全
38
路
線
の
見
直
し

調
査
・
検
討
も
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

〔
内 

容
〕
そ
の
内
容
は
、
廃
止
路

線
を
４
路
線
、
経
路
変
更
や
路
線

縮
小
な
ど
の
再
編
路
線
を
14
路

線
、
当
面
は
現
行
の
と
お
り
運
行

す
る
路
線
を
20
路
線
と
し
、
廃
止

　

多
く
の
広
域
バ
ス
路
線
は
赤
字

で
の
運
行
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

路
線
バ
ス
は
最
も
身
近
な
公
共
交

通
手
段
で
あ
り
、
地
域
住
民
、
特

に
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
に
と

っ
て
は
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
交
通
機
関

で
す
。
そ
の
た
め
、国・県・市
町
村

は
事
業
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
路
線
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
17
年
度
に
前

年
に
比
べ
て
約
２
５
０
０
万
円
増

の
約
１
億
６
７
０
０
万
円
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（表１）（表１）
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補
助
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路
線
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持
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路
線
の
見
直
し

路
線
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見
直
し

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

路 線
運 行 系 統 名 見 直 し

起 点 経由地 終 点 区分 内　容

市内岩倉
鳥取駅鳥取駅 直 行直 行 稲葉ヶ丘稲葉ヶ丘 再 編再 編 ほかの路線と重複区ほかの路線と重複区

間のため間のため 55往復往復減便減便

鳥取駅鳥取駅 市 内市 内 稲葉ヶ丘稲葉ヶ丘 再 編再 編 ほかの路線と重複区ほかの路線と重複区
間のため間のため 66往復減便往復減便

中河原 鳥取駅鳥取駅 直 行直 行 栃 本栃 本 再 編再 編 雨滝行きに統合雨滝行きに統合

福 部 鳥取駅 砂 丘
福 部 岩戸海岸 廃 止 蕪島行きで代替

散 岐

鳥取駅鳥取駅 吉 成吉 成 小 倉小 倉 再 編再 編

特に利用特に利用率が低い率が低い
土・日・土・日・祝日運行祝日運行
便を統合し一部便を統合し一部
減便減便

鳥取駅鳥取駅 吉 成吉 成
山 上山 上 小 倉小 倉 再 編再 編

鳥取駅鳥取駅
東 富 安東 富 安
市立病院市立病院
山 上山 上

小 倉小 倉 再 編再 編

鳥取駅鳥取駅 東 富 安東 富 安
倉田保育所前倉田保育所前 小 倉小 倉 再 編再 編

鳥取駅鳥取駅
吉 成吉 成
市立病院市立病院
山 上山 上

小 倉小 倉 再 編再 編

佐 治
鳥取駅鳥取駅 円 通 寺円 通 寺 余 戸余 戸 再 編再 編 栃原、余戸行きに栃原、余戸行きに

統合統合用 瀬用 瀬 尾 際尾 際 再 編再 編

日 置

鳥取駅鳥取駅 中央病院口中央病院口
浜 村 駅浜 村 駅 青谷駅青谷駅 再 編再 編

浜村駅乗り継ぎに浜村駅乗り継ぎに
より対応より対応

鳥取駅鳥取駅
中央病院中央病院
浜 村 駅浜 村 駅
コクヨ青谷コクヨ青谷

青谷駅青谷駅 再 編再 編

勝 部 浜村駅浜村駅 下原新田下原新田 青谷駅青谷駅 再 編再 編 99号経由路線に統合号経由路線に統合

智 頭 鳥取駅鳥取駅 市市内・内・京橋京橋 智頭智頭駅前駅前 再 編再 編 ４便市内回り廃止し４便市内回り廃止し
直行便へ直行便へ

橋 津

西倉吉町 倉 吉 駅
長瀬西口 青谷駅 廃 止

長和瀬線で代替西倉吉町 倉 吉 駅
羽合温泉 青谷駅 廃 止

石脇車庫 青谷駅 廃 止

勝 部 浜村駅浜村駅 青谷駅青谷駅 新 規新 規 新規新規路路線線（（99号経由）号経由）

長和瀬 青谷駅青谷駅 長和瀬長和瀬 新 規新 規 新規新規路路線線（（橋津線代替橋津線代替））

広
域
バ
ス
路
線
の

広
域
バ
ス
路
線
の

見
直
し
と
再
編

見
直
し
と
再
編

10
月
１
日
か
ら
、広
域
バ
ス
路
線
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
鳥
取
県
東
部
の
バ
ス
路
線
は
鳥
取
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

　

現
在
、
鳥
取
県
東
部
の
バ
ス
路
線
は
鳥
取
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

中
心
に
各
方
面
へ
運
行
さ
れ
、
日
ノ
丸
バ
ス
と
日
交
バ
ス
を
合
わ

中
心
に
各
方
面
へ
運
行
さ
れ
、
日
ノ
丸
バ
ス
と
日
交
バ
ス
を
合
わ

せ
て
、
約
１
０
０
０
便
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

せ
て
、
約
１
０
０
０
便
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
バ
ス
利
用
者
は
減

　

し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
バ
ス
利
用
者
は
減

少
し
続
け
、
県
東
部
地
区
で
は
、
こ
の
５
年
間
で
約
１
１
０
万
人

少
し
続
け
、
県
東
部
地
区
で
は
、
こ
の
５
年
間
で
約
１
１
０
万
人

減
少
、
平
成

減
少
、
平
成
1717
年
度
の
利
用
者
は
約
３
２
５
万
人
と
な
り
、
昭
和

年
度
の
利
用
者
は
約
３
２
５
万
人
と
な
り
、
昭
和

4242
年
の
最
盛
期
の
１
割
に
も
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
の
最
盛
期
の
１
割
に
も
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ先問い合わせ先　　
市役所本庁舎交通対策室市役所本庁舎交通対策室
 （0857）20 （0857）20－－32573257

広域バス路線の再編（広域バス路線の再編（10月 1日から実施10月 1日から実施））


